
山・鉾・屋
台
行
事

　

「
高
山
祭
の
屋
台
行
事
」
を
含
む
「
山
・

鉾
・
屋
台
行
事
」
と
は
、
地
域
社
会
の
安
泰
や

災
厄
防
除
を
願
い
、
地
域
の
人
々
が
一
体
と
な

り
執
り
行
う
、
「
山
・
鉾
・
屋
台
」
の
巡
行
を

中
心
と
し
た
祭
礼
行
事
の
こ
と
で
、
各
地
域
の

文
化
の
粋
を
こ
ら
し
た
華
や
か
な
飾
り
付
け
を

特
徴
と
し
ま
す
。

　

祭
を
迎
え
る
神
霊
の
依よ

り
代し
ろ

で
あ
り
、
迎
え

た
神
を
に
ぎ
や
か
に
歓
待
す
る
造
形
物
で
あ

る
「
山
・
鉾
・
屋
台
」
は
、
木
工
・
金
工
・
漆

工
・
染
織
と
い
っ
た
伝
統
的
な
工

芸
技
術
に
よ
り
何
世
紀
に
も
わ
た

り
維
持
さ
れ
、
地
域
の
自
然
環
境

を
損
な
わ
な
い
材
料
の
利
用
等
の

工
夫
や
努
力
に
よ
っ
て
持
続
可
能

な
方
法
で
何
世
代
に
も
わ
た
り
継

承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
「
山
・
鉾
・
屋
台
」
の
巡
行
の
ほ

か
、
祭
礼
に
あ
た
り
披
露
さ
れ
る

芸
能
や
口
承
の
た
め
、
地
域
の
人
々

は
年
間
を
通
じ
て
準
備
や
練
習
に

取
り
組
ん
で
お
り
、「
山
・
鉾
・
屋

台
行
事
」
は
、
各
地
域
に
お
い
て

世
代
を
超
え
た
多
く
の
人
々
の
間

の
対
話
と
交
流
を
促
進
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
結
び
つ
け
る
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

「
高
山
祭
の
屋
台
行
事
」の
な
り
た
ち

　

高
山
祭
の
祭
礼
行
事
は
金
森
氏
入
国
後
、
16
世

紀
後
半
か
ら
17
世
紀
の
発
祥
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

加
賀
藩
の
記
録
で
は
、
17
世
紀
後
半
に
、
３
年
に

一
度
山
王
祭
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

享
保
元
年
（
１
７
１
６
）
、
山
王
祭
（
春
）
と
八
幡

祭
（
秋
）
に
、
代
官
所
の
前
で
行
列
を
披
露
し
た

と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
享
保
3
年
に

は
、「
高
山
八
幡
祭
礼
行
列
」
と
い
う
記
録
が
あ

り
、
だ
し
1
本
、
笠
鉾
、
屋
台
は
高た
か

砂さ
ご
・
猩
し
ょ
う

々じ
ょ
う・

湯
ノ
花
・
浮う
き

島し
ま

太だ

夫ゆ
う

夫
婦
の
４
台
を
曳
き
出
し
た

そ
う
で
す
。
こ
れ
は
江
戸
の
赤
坂
山
王
祭
や
神
田

明
神
祭
を
模
し
た
も
の
と
さ
れ
、
江
戸
時
代
中
頃

に
は
、
高
山
祭
の
屋
台
の
祖そ

形け
い
が
江
戸
か
ら
伝
わ

っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

屋
台
行
列
が
描
か
れ
た
も
の
で
現
在
、
最
も

古
い
も
の
が
、
飛
驒
高
山
ま
ち
の
博
物
館
所
蔵
の

「
高
山
山
王
祭
礼
行
列
絵
巻
」
で
す
。
文
化
年
間

（
１
８
０
４
～
１
８
１
８
）
作
成
と
さ
れ
、
現
在

に
も
伝
わ
る
屋
台
が
多
く
並
び
、
獅
子
舞
や
闘
鶏

楽
、
裃
を
着
た
警
固
の
姿
が
生
き
生
き
と
描
か
れ

て
い
ま
す
。
屋
台
の
構
造
お
よ
び
形
態
は
現
在
の

も
の
と
違
い
、
装
飾
は
控
え
め
な
印
象
を
受
け
ま

す
。

　

文
化
・
文
政
年
間（
１
８
０
４
～
１
８
３
０
）、外

装
を
中
心
と
し
た
改
修
を
数
回
経
て
、
今
日
の
絢

爛
豪
華
な
屋
台
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
材
木
・
金

融
・
酒
造
・
流
通
関
係
な
ど
で
富
を
蓄
え
た
「
旦

那
衆
」
と
よ
ば
れ
る
高
山
の
豪
商
た
ち
に
よ
っ
て
、

豪
華
な
祭
礼
や
屋
台
を
経
済
的
に
支
え
る
基
盤
が

形
成
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
江
戸
や
京
都
か
ら
の

東
西
文
化
を
ふ
ん
だ
ん
に
吸
収
し
て
育
ま
れ
た
、

高
山
独
自
の
価
値
観
や
美
意
識
を
大
工
、
漆
塗
職

人
、
彫
刻
師
ら
匠
た
ち
が
そ
の
技
術
で
も
っ
て
答

え
、屋
台
や
祭
礼
行
事
へ
と
昇
華
さ
れ
て
い
っ
た
の

で
し
ょ
う
。

ユネスコ無形文化遺産とは・・・
　ユネスコ無形文化遺産とは、芸能（民族音楽・
ダンス・劇など）、伝承、社会的慣習、儀式、祭礼、
伝統工芸技術、文化空間など無形の文化遺産を
保護するために、ユネスコ（国際連合教育科学
文化機関）が「人類の無形文化遺産の代表的な
一覧表」を策定し、その保護を進めようとするも
のです。
　今までに、日本では「能楽」「歌舞伎」「和食」
など22件が登録されており、今回の「山・鉾・屋
台行事」が23件目の登録となります。
　なお、「山・鉾・屋台行事」の関連では、すでに
「京都祇園祭の山鉾行事」（京都市）と「日立風
流物」（茨城県日立市）の2件が登録されてお
り、2件は同じ1つのグループとして数えられる
ため、国内の無形文化遺産の登録数は21件と
なります。
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